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　薬剤師が在宅医療を学べる場として立ち上げたの
が「ミライ☆在宅委員会」。今年で設立して８年目
となり、30～40代の薬剤師を中心に20代のメンバ
ーも加わっている。勉強会は毎月、学会発表は毎年
実施しており、様々な疾患の病態、治療ガイドライ

ン、薬物治療エビデンスを学ぶ。そこで得られた気
づきやアイデアをもとに学会で研究成果を発表し、
薬剤師としての新たな価値創造に結びつけるのが狙
いだ。
　薬のスペシャリストから医療のジェネラリストと

しての視野を広げる。三谷さ
んは、薬剤師が患者の負担を
減らす提案をする“処方減案”
を推進し、「ミライ☆在宅委
員会」の勉強会でもテーマに
している。患者が抱えている
問題を探し、それを解決する
ためにどんな方法が必要なの
かを考える。そして、本当に
必要な薬だけを飲んでもら
い、不必要な薬は減薬する。
減案が受け入れられれば、処
方適正化に結びつき、社会保

障費にも貢献できる。
　薬剤師の仕事をどう考えているのか。「薬局の中
だけにいて仕事するのであれば、楽でいい仕事かも
しれない。20～30万円の給料がもらえ、処方権は
なくても処方提案権はある。門前薬局で受ける処方
箋ならきちんとしたものが多い。薬剤師は治療に責
任を取らずに医師が責任を取る」。
　その反面、在宅医療は薬剤師にとって大変な仕事
だ。それでも、「“自分の患者さん”という意識が出
てくる」。医療人としてのやりがいを味わえるとい
う。「この薬物治療で本当にいいのか、自分の家族
だったらどうするのかといつも悩む。高齢者医療に
は問題が多く、とんでもない処方箋も出てくる。で
も、問題があるからこそなんとかしないといけない
と思える。それがやりがいにつながっているかもし
れない」と話す。
　今後の目標は「外部発信（アウトプット）でき
る薬剤師を育てたい」。その真意を尋ねると、「今
は薬剤師が医師に薬物治療の話を聞く。でも本当
は医師から話が聞きたいと言われるような薬剤師
にならないといけない」。在宅医療に関わる薬剤師
が患者や他職種に感謝され、自分と同じように楽
しい人生を送ることができれば、医療の質も上が
る。三谷さんは使命感を持って今も薬剤師を続けて
いる。

ッグストアは異色で業界内でも先駆的な存在だっ
た。
　在宅医療のやりがいについて三谷さんは「処方箋
発行前に患者と関われるのが魅力」と話す。通常の
業務では処方箋発行後に患者と初めて関わることが
少なくないが、在宅医療では処方・診察前に患者と
関わることが多く、そこで話を聞いた上で医師と一
緒になって薬物治療を決めていく。
　在宅に多い高齢者医療では、医薬品の選択によっ
て治療成績が良くなったり、副作用を軽減したりす
ることが顕著に見られるため、薬剤師が患者の病
態を見て最適な薬物療法を提案する場面は多く生
まれる。
　象徴的なエピソードがある。在宅で足のむくみに
悩んでいた高齢の患者がいた。通常、利尿薬で足の
むくみを取る治療が行われるが、なかなか改善せず
に利尿薬を増量したところ、低カリウム血症で倒れ
入院した。
　退院後にも再び足のむくみが起こり、三谷さんが
患者の情報を収集してみると、ＯＴＣ医薬品の漢方
便秘薬を20年にわたって服用していることが分か
った。
　漢方便秘薬の製品名を聞いたときに、ドラッグス
トアでＯＴＣ医薬品を販売していた三谷さんには、
なぜ患者に低カリウム血症が起きたのか、その理由
がピンときた。漢方便秘薬には大黄甘草湯が含まれ

ており、低カリウム血症を伴う偽アルドス
テロン症を引き起こすことが知られてい
た。利尿薬の増量が原因ではなく、大黄甘
草湯と利尿薬の相互作用により、電解質異
常が起きていたのだった。
　すぐに医師に報告し、便秘薬をＯＴＣ
漢方薬から医療用の酸化マグネシウムに
変更してもらった。すると足のむくみは
消失し、その後の副作用症状も現れなか
った。
　三谷さんは、「漢方便秘薬で低カリウム
が起こるというのは医師にも想像がつかな
かっただろうし、そもそも便秘薬を飲んで
いることも知らなかった」と振り返る。
　現在は神奈川県で調剤薬局を展開する
「パル・コーポレーション」の在宅部長と
して、患者宅や入居先を訪問して医薬品を
供給する在宅薬剤師業務をリードしてい
る。
　三谷さんは、「日本は専門医制度が確立
されており、スペシャリストの医師は揃っ
ている。一方で在宅医療の患者さんは様々
な病気を持っており、いろいろな薬を使う
必要があり、例えば循環器の医師でも睡眠
薬や便秘薬を出さないといけない」と説明。
在宅医療を行う専門医を補うのが「薬剤師の役割」
と話す。
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